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輸血用血液製剤の更なる安全性向上に向けて

1.輸血後肝炎発症率の推移
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2.輸血用血液製剤の安全対策
献血血液の流れ
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安全対策 対象病原体等

本人確臥間診.検診..1....,Trlエスけイル臥sARS等

徹底した皮膚消毒I.....1.11..-.皮膚常在菌
初流血除去

病原体の抗原.抗体検査-

核酸増幅検査くNATl

肝機能検査
必要に応じた検査

匪垂司.

l 1.HBV. HCV.HrV.HTLVl.梅毒,

ヒトハウルホ.ウイルスB1 9

...JIHBV,HCV,HrV

F..HEVIpHAV等の肝炎

-.,.サイトメガロウイルス

保存前白血球除去.1...71,.1.エルシニア菌等の紳革

サイトメガロウイルスくCMVI

新鮮凍結血渠の貯留保管.... 1一献血後に発症した病原体

副件用.感染症情報の収集

遡及調蓉


